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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰ間のハンドオーバーの方法であって、
　モバイル装置のＳＩＰアプリケーションが前記モバイル装置上の仮想ネットワークのポ
ートへ接続するステップと、
　前記モバイル装置上のルーターが、ＴＣＰを用いて前記仮想ネットワークからセルラー
データネットワークへＩＭＳサーバによる前記モバイル装置の登録をルーティングするス
テップと、
　前記モバイル装置が前記セルラーデータネットワークを用いてＶｏＩＰコールを発信又
は受信するステップと、
　前記ＶｏＩＰコールが接続された後、前記モバイル装置がボイスデータをストリーミン
グするステップと、
　ワイファイネットワークが範囲内に入ってくる場合に、前記モバイル装置の接続マネー
ジャーが前記モバイル装置を前記セルラーデータネットワークから切り離すステップと、
　前記モバイル装置の前記接続マネージャーが前記ワイファイネットワークへのＩＰ接続
を確立するステップと、
　前記ルーターが前記ＶｏＩＰコールを前記セルラーデータネットワークから前記ワイフ
ァイネットワークへ切り替えるステップと
　を有する方法。
【請求項２】
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　異なるワイファイネットワークが利用可能になる場合に、前記モバイル装置の接続マネ
ージャーが前記モバイル装置を前記ワイファイネットワークから切り離すステップと、
　前記モバイル装置の前記接続マネージャーが前記異なるワイファイネットワークへのＩ
Ｐ接続を確立するステップと、
　前記ルーターが前記ＶｏＩＰコールを前記ワイファイネットワークから前記異なるワイ
ファイネットワークへ切り替えるステップと
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイル装置の接続マネージャーが前記モバイル装置を前記ワイファイネットワー
クから切り離すステップと、
　前記モバイル装置の前記接続マネージャーが前記セルラーデータネットワークへのＩＰ
接続を確立するステップと、
　前記ルーターが前記ＶｏＩＰコールを前記ワイファイネットワークから前記セルラーデ
ータネットワークへ切り替えるステップと
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、概してモバイル装置におけるＩＰ間のハンドオーバーに関し、特に、シグナリ
ングトランスポートとしてＵＤＰ又はＴＣＰのいずれか一方を用いるＳＩＰシグナリング
のためのＩＰ間ハンドオーバーの問題に対する解決法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話ネットワークは、ボイスコールを切断することなく一方のセル電波塔から他方
のセル電波塔へボイスコールをハンドオフするための技術を有する。ＶｏＩＰ（Voice　o
ver　Internet　Protocol）が携帯電話へ加えられる場合に、ＶＣＣ（Voice　Call　Cont
inuity）と呼ばれる同様の目標が必要とされる。ＶＣＣは、コールがレガシーセルネット
ワークからインターネットプロトコル（Internet　Protocol）（ＩＰ）ネットワークへ又
は逆にＩＰネットワークからレガシーセルネットワークへハンドオフされる場合に、ボイ
ス信号における連続性を提供する。
【０００３】
　携帯電話事業者が更なるトラフィックをレガシーネットワークからＩＰネットワークへ
移す場合に、新しい問題が生じる。現在、コールを失わずにモバイルＩＰネットワークか
らワイファイ（Ｗｉ－Ｆｉ）ホットスポットのような他のＩＰネットワークへＶｏＩＰコ
ールを切り替える必要性が存在する。本明細書は、この問題を解決する様々な方法を記載
する。
【０００４】
　ＶｏＩＰコールは、セッションイニシーエションプロトコル（Session　Initiation　P
rotocol）（ＳＩＰ）によって管理される。ＳＩＰは、シグナリングを伝送するためにレ
イヤー３プロトコル、ユーザデータグラムプロトコル（User　Datagram　Protocol）（Ｕ
ＤＰ）又は伝送制御プロトコル（Transmission　Control　Protocol）（ＴＣＰ）のいず
れか一方、を用いる。主な携帯電話オペレーティングシステムは、アプリケーションがＵ
ＤＰポートを開いたままとしないようにする。この制限には、装置の安全性といった多く
の理由がある。結果として、モバイル装置は、アプリケーションがＵＤＰポートを開いた
ままとすることができるかどうかをＧｏｏｇｌｅ（登録商標）によって認証される。Ａｐ
ｐｌｅ（登録商標）はまた、そのようなアプリケーションを受け入れない。
【０００５】
　これは、ＳＩＰサービスを利用するアプリケーションがトランスポートを伝送するため
にＴＣＰを用いなければならないことを意味する。ＴＣＰトランスポートは接続ベースで
ある。接続が中断される（例えば、ワイファイホットスポットが範囲外に移動する）場合
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に、ＴＣＰ接続は終了される。これは、如何なるアクティブなコールも終了する。
【０００６】
　他の制約は、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）のようなモバイル装置のためのよく知られて
いるオペレーティングシステムの接続マネージャーに由来する。接続マネージャーによっ
て用いられるアルゴリズムは、より優先度の高いネットワークが利用可能になる場合に、
より優先度の低いネットワークとの接続を断つ。典型的な携帯電話は、モバイルセルラー
データネットワークインターフェース又はワイファイネットワークインターフェースのい
ずれか一方を用いてＩＰネットワークにアクセスする。アプリケーションがモバイルセル
ラーデータネットワークを使用している場合は、ＩＰ接続は、ワイファイネットワークが
利用可能になるや否や中断される。これは、ウェブ検索又は電子メールのような多くのデ
ータアプリケーションにとっては問題でないが、ボイスコールにとっては深刻な問題であ
る。
【０００７】
　ハンドオーバーを支持する既知のアプローチは、仮想プライベートネットワーク（Virt
ual　Private　Network）（ＶＰＮ）トンネルを使用することである。サービスプロバイ
ダのコアネットワークにおけるエッジルーターは、ＶＰＮをモバイル装置へ供給すること
ができる。トンネルセットアップをスピードアップするよう標準のＶＰＮプロトコルを変
更する標準規格が提案されている。これは、一方のネットワークから他方へ切り替える場
合に遅延を数秒から１秒未満に縮める。
【０００８】
　ＶＰＮ接続により、モバイル装置は、ネットワーク間のローミング時に同じＩＰアドレ
スを保持する。エッジルーターは、ＶＰＮトンネルが動かされる間、接続を維持する。ク
ライアントにおけるＶＰＮアプリケーションがネットワークインターフェース変更の間Ｖ
ｏＩＰアプリケーションの接続を維持する場合は、ハンドオーバーは、ＶｏＩＰアプリケ
ーションに影響を与えることなく実行され得る。
【０００９】
　しかし、ＶＰＮトンネルは幾つかの弱点を有する。ＶＰＮトンネルを作るには有意な遅
延が存在する。更に、夫々のパケットは幾らかの暗号化遅延を受ける。この遅延の部分は
、暗号化が有効であるよう十分なデータを蓄積する必要性によって引き起こされる。十分
なデータが蓄積されない場合は、不正な解読が大いにより容易である。装置がハードウェ
アサポートを有する場合は、暗号化遅延の幾らかは最小限にされ得る。しかし、現在の世
代の電話は、そのようなハードウェアサポートを有さない。
【００１０】
　他の既知のアプローチは、インターネットプロトコルバージョン６（ＩＰｖ６）ローミ
ングである。ＲＦＣ（Request　for　Comments）６２７５は、如何にしてＩＰｖ６がモバ
イル装置によるローミングを支持することができるのかを記載する。装置は、ホームネッ
トワークと関連付けられる。これは、装置にそのＩＰアドレスを与えるネットワークであ
る。トラフィックをモバイル装置へルーティングするのに関与するホームネットワーク上
のルーターが存在する。装置がホームネットワーク上にある場合に、それは従来のルータ
ーのように動作する。装置がそのホームネットワークから離れる場合に、モバイル装置は
、自身がどこに位置付けられるのかをホームルーターに告げ（、ネットワークルーターが
決定され）、ホームネットワークへのＶＰＮ接続を生成する。それは、この接続を全ての
ＩＰトラフィックのために使用する。モバイル装置がＩＭＳサーバに登録する場合に、そ
れは常にホームルーターを通じて行われる。従って、モバイル装置がホームルーターとの
そのＶＰＮ接続を維持する限り、ＩＭＳサーバは、モバイル装置が一方のモバイルネット
ワークから他方へローミングする場合に、そのモバイル装置とのセッションを維持するこ
とができる。
【００１１】
　このローミングアプローチは、２、３の不利点を有する。第１に、全ての入来パケット
は最初にホームルーターへ送られて次いで装置へ返送されなければならないので、コール
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のレイテンシーは増大する。ホームルーターがサービスプロバイダのネットワーク内にあ
る場合でさえ、装置のホームルーターは、装置が他方のコーストにおいてローミングして
いる間、全国的なサービプロバイダのネットワークの一方のコーストにあり得る。遅延に
加えて、このアプローチは、サービスプロバイダのネットワーク上でコースト間トラフィ
ックを倍にする。他の問題は、装置からのトラフィックの全てがこのようにルーティング
されることである。例えば、ウェブページが装置からアクセスされる場合に、ウェブトラ
フィックは同じようにルーティングされるであろう。このようなローミングは、大部分の
ウェブアプリケーションにとって非効率的且つ不必要である。この方法はホームネットワ
ークへ接続するためにＶＰＮを用いるので、それはまた、ＶｏＩＰコールのためのＶＰＮ
アプローチの不利点の全てを有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本願発明は、以上を鑑み、ＶｏＩＰコールのためのＩＰ間のハンドオーバーの方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　ＩＰ間のハンドオーバーの方法であって、モバイル装置が第１のセルラーデータネット
ワークへのセルラーデータ接続を形成するステップと、コネクションレスモードにおいて
ＵＤＰによって前記第１のセルラーデータネットワークを用いてＩＭＳサーバにより前記
モバイル装置を登録するステップとを有する方法が開示される。前記モバイル装置は、前
記第１のセルラーデータネットワークを用いてＶｏＩＰコールを発信又は受信し、前記Ｖ
ｏＩＰコールが接続された後、ボイスデータをストリーミングし始める。第１のワイファ
イネットワークが範囲内に入ってくる場合に、前記モバイル装置は、前記第１のセルラー
データネットワークへの接続を中断し、前記第１のワイファイネットワークを用いたＩＰ
接続を確立し、前記第１のワイファイネットワークを用いて前記ＩＭＳサーバに登録し、
前記モバイル装置が前記第１のワイファイネットワークへ切り替わった場合に得られる新
しいＩＰアドレスへ前記ＶｏＩＰコールを転送するためにＳＩＰ　ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方
法を用いる。方法はまた、第１のワイファイネットワークから第２のワイファイネットワ
ークへの、及び第１のワイファイネットワークからセルラーデータネットワークへのＩＰ
接続の同様の切り替えのために提案される。
【００１４】
　ＩＰ間のハンドオーバーの他の方法であって、モバイル装置が、セルラーデータネット
ワークへの接続を形成し、ＴＣＰセッションを確立するＳＩＰシグナリングのためにＴＣ
Ｐトランスポートによって前記セルラーデータネットワークを用いてインターネットプロ
トコルマルチメディアサブシステム（Internet　Protocol　Multimedia　Subsystem）（
ＩＭＳ）サーバによる第１の登録を生成するステップを有する方法が開示される。前記モ
バイル装置は、前記セルラーデータネットワークを用いてＶｏＩＰコールを発信又は受信
し、前記ＶｏＩＰコールが接続された後、ボイスデータをストリーミングし始める。前記
モバイル装置は、ＵＤＰセッションを確立するＵＤＰシグナリングを用いて前記ＩＭＳサ
ーバによる第２の登録を生成する。前記モバイル装置がＴＣＰ及びＵＤＰの両方において
前記ＩＭＳサーバに登録された後、前記モバイル装置は、ＩＰアドレスの切り替えなしに
前記コールを前記ＴＣＰセッションから前記ＵＤＰセッションへ移すようｒｅ－ＩＮＶＩ
ＴＥメッセージを送信する。次いで、ＵＤＰセッションは、セルラーデータネットワーク
からワイファイネットワークへといったように、ＩＰ接続を異なるネットワークへ切り替
えるために使用され得る。方法はまた、第１のワイファイネットワークから第２のワイフ
ァイネットワークへの、及び第１のワイファイネットワークからセルラーデータネットワ
ークへのＩＰ接続の同様の切り替えのために提案される。
【００１５】
　ＩＰ間のハンドオーバーの他の方法であって、モバイル装置がＴＣＰを用いてセルラー



(5) JP 5707460 B2 2015.4.30

10

20

30

40

50

データネットワークへ接続するようＳＩＰプロキシへのセルラーデータ接続を形成するス
テップを有する方法が開示される。前記モバイル装置は、前記セルラーデータネットワー
クの前記ＳＩＰプロキシを用いてＩＭＳサーバに登録し、前記ＳＩＰプロキシを用いてＶ
ｏＩＰコールを発信又は受信し、前記モバイル装置は、前記ＶｏＩＰコールが接続された
後、ボイスデータをストリーミングする。ワイファイネットワークが範囲内に入ってくる
場合に、前記モバイル装置は、前記ＳＩＰプロキシへの前記セルラーデータ接続を中断し
、前記ワイファイネットワークを用いたＩＰ接続を確立する。前記モバイル装置は、前記
ワイファイネットワークを用いてＳＩＰプロキシサーバに登録し、前記モバイル装置が前
記ワイファイネットワークへ切り替わった場合に得られる新しいＩＰアドレスへ前記Ｖｏ
ＩＰコールを転送するためにＳＩＰ　ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方法を用いる。方法はまた、第
１のワイファイネットワークから第２のワイファイネットワークへの、及び第１のワイフ
ァイネットワークからセルラーデータネットワークのＩＰ接続の同様の切り替えのために
提案される。
【００１６】
　ＩＰ間のハンドオーバーの他の方法であって、モバイル装置がセルラーデータネットワ
ークへのセルラーデータ接続を形成するステップと、ＳＩＰシグナリングのためにＴＣＰ
トランスポートによって前記セルラーデータネットワークを用いてＩＭＳサーバにより前
記モバイル装置を登録するステップとを有する方法が開示される。前記モバイル装置は、
前記セルラーデータネットワークを用いてＶｏＩＰコールを発信又は受信し、前記ＶｏＩ
Ｐコールが接続された後、ボイスデータをストリーミングし始める。前記モバイル装置の
接続マネージャーは、前記モバイル装置のＳＩＰアプリケーションに、ワイファイネット
ワークが利用可能であることを知らせ、前記モバイル装置は、前記セルラーデータネット
ワークへの前記セルラーデータ接続を保ちながら、前記ワイファイネットワークを用いた
ＩＰ接続を確立する。前記モバイル装置は、前記ワイファイネットワークを用いて前記Ｉ
ＭＳサーバに登録し、前記モバイル装置が前記ワイファイネットワークへ切り替わった場
合に得られる第１の新しいＩＰアドレスへ前記ＶｏＩＰコールを転送するためにＳＩＰ　
ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方法を用いる。前記ＶｏＩＰコールが前記第１の新しいＩＰアドレス
へ転送された後、前記モバイル装置は、前記セルラーデータネットワークとの接続を断つ
。方法はまた、第１のワイファイネットワークから第２のワイファイネットワークへの、
及び第１のワイファイネットワークからセルラーデータネットワークへのＩＰ接続の同様
の切り替えのために提案される。
【００１７】
　ＩＰ間のハンドオーバーの他の方法であって、モバイル装置のＳＩＰアプリケーション
が前記モバイル装置上の仮想ネットワークのポートへ接続するステップを有する方法が開
示される。前記モバイル装置上のルーターは、ＴＣＰを用いて前記仮想ネットワークから
セルラーデータネットワークへＩＰマルチメディアコアネットワークサブシステム（Mult
imedia　Core　Network　Subsystem）（ＩＭＳ）サーバによる前記モバイル装置の登録を
ルーティングする。前記モバイル装置は、前記セルラーデータネットワークを用いてＶｏ
ＩＰコールを発信又は受信し、前記ＶｏＩＰコールが接続された後、ボイスデータをスト
リーミングし始める。前記モバイル装置の接続マネージャーは、ワイファイネットワーク
が範囲内に入ってくる場合に前記モバイル装置を前記セルラーデータネットワークから切
り離し、前記ワイファイネットワークへのＩＰ接続を確立する。前記ルーターは、前記Ｖ
ｏＩＰコールを前記セルラーデータネットワークから前記ワイファイネットワークへ切り
替える。方法はまた、第１のワイファイネットワークから第２のワイファイネットワーク
への、及び第１のワイファイネットワークからセルラーデータネットワークへのルーター
を用いたＩＰ接続の同様の切り替えのために提案される。
【００１８】
　本発明の上記及び他の目的は、様々な図において表される望ましい実施形態の以下の詳
細な記載を読むことできっと当業者に明らかになるであろう。
【発明の効果】
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【００１９】
　本願発明の実施形態によれば、ＶｏＩＰコールのためのＩＰ間のハンドオーバーの方法
を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一実施形態に従うＵＤＰシグナリングを用いたＩＰ間ハンドオーバーのためのフ
ローチャートである。
【図２】一実施形態に従うＵＤＰシグナリングを用いたＩＰ間ハンドオーバーを表す詳細
なシーケンス図である。
【図３】一実施形態に従うＴＣＰ／ＵＤＰ複合シグナリングを用いたＩＰ間ハンドオーバ
ーのためのフローチャートである。
【図４】セルラーデータ伝送がモバイル装置の接続マネージャーによって無効にされる場
合にＳＩＰ　ＴＣＰ接続が終了されるＩＰ間ハンドオーバーを表す詳細なシーケンス図で
ある。
【図５】一実施形態に従う、ＳＩＰ　ＴＣＰプロキシを介するＴＣＰシグナリングを用い
たＩＰ間ハンドオーバーのためのフローチャートである。
【図６】一実施形態に従う、ＳＩＰ　ＴＣＰプロキシを介するＴＣＰシグナリングを用い
たＩＰ間ハンドオーバーを表す詳細なシーケンス図である。
【図７】一実施形態に従う改良された接続マネージャーを用いたＩＰ間ＴＣＰハンドオー
バーのためのフローチャートである。
【図８】一実施形態に従う改良された接続マネージャーを用いたＩＰ間ＴＣＰハンドオー
バーを表す詳細なシーケンス図である。
【図９】一実施形態に従う装置搭載のルーターを用いたＩＰ間ハンドオーバーのためのフ
ローチャートである。
【図１０】一実施形態に従う、装置搭載のルーターを用いた場合の仮想ネットワークの使
用を表すフロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本明細書及び特許請求の範囲の中で、用語“ネットワーク”は、モバイル端末と私的な
又は公衆のネットワークとの間の相互接続の点として定義される。従って、第１のネット
ワークから第２のネットワーク又は異なるネットワークへ切り替える場合に、モバイル装
置のＩＰアドレスも変わる。ネットワークの例には、とりわけ、ワイファイ技術及びセル
ラー技術がある。本明細書及び特許請求の範囲の全体を通して、特定の技術が使用の具体
例として提示されるが、全ての場合において、特定の技術の記載は、特許請求の範囲をそ
の技術にのみ制限せず、上述されたように一般化されるよう意図される。例えば、とりわ
けワイファイのような商標技術の議論は、具体的な技術又は技術の出所よりむしろ、同様
の技術のいずれか及び／又は全てのバージョンの議論と考えられるべきである。同様に、
モバイルオペレーティングシステムの特定のバージョン又は部分が参照される場合に、同
様の機能を実行するモバイルオペレーティングシステムの全てのバージョン又は部分を含
むよう一般化されることが意図される。例えば、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）接続マネー
ジャーと同様の用語が使用される場合に、接続マネージャーはＡｎｄｒｏｉｄ（登録商標
）バージョンにあると制限されず、モバイルオペレーティングシステムとともに使用され
る異なる種類の接続マネージャーであってよい。
【００２２】
　［ＵＤＰシグナリングによるハンドオーバー］
　ＩＰ間のハンドオーバーに対する第１の提案される解決法は、伝送のためのＵＤＰプロ
トコルの使用である。この解決法は、モバイルＯＳの制約の全てを満足するわけではない
が、ハンドオーバー問題に対する解決法である。
【００２３】
　ＵＤＰがデータを伝送するために用いられる場合に、アプリケーションは、コネクショ
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ンレスモードにおいてプロトコルを使用する選択肢を有する。コネクションレスモードに
あるとき、夫々の側に他方の側が依然として接続されていることを知らせるＵＤＰプロト
コルにおけるサポートはない。夫々の側は、ＵＤＰパケットを、他方の側がそれを受信す
ることを望んで送信するが、受信は保証されない。これは、“ベストエフォート・シグナ
リング”と呼ばれる。この場合に、より高度なプロトコル、ＳＩＰは、パケットがネット
ワークによって落とされる、又は他のパーティがネットワークから切り離されている場合
を扱う。ＳＩＰは、落とされたパケット及び切断を扱うために冗長送信及び様々なタイム
アウトを用いる。
【００２４】
　ＩＰ間のハンドオーバーに対する１つのアプローチは、モバイル装置が一時的にネット
ワークから切り離される短期間に、ＩＭＳネットワークにおいてコールの状態を維持する
ことである。これは、同じＳＩＰセッションを用いて音声ストリームを再確立するよう即
座に接続を回復する装置を可能にする。図１を参照されたい。図１は、このアプローチを
明示するイベントの可能なシーケンス１００を表す。
【００２５】
　ステップ１１０：モバイル装置は、セルラーデータネットワークへ接続される。
【００２６】
　ステップ１２０：モバイル装置は、（コネクションレスモードにおけるＵＤＰを用いて
）ＩＭＳサーバに登録する。
【００２７】
　ステップ１３０：モバイル装置はコールを発信する。
【００２８】
　ステップ１４０：コールが接続され、ボイスデータはストリーミングを開始する。
【００２９】
　ステップ１５０：ワイファイネットワークが範囲内に入ってくる。Ａｎｄｒｏｉｄ（登
録商標）接続マネージャーはセルラーデータ接続を中断する。これはボイスストリームを
中断する。ＩＭＳサーバは、装置がもはやＩＰパケットを受信していないことに気付かな
い。
【００３０】
　ステップ１６０：モバイル装置は、ワイファイインターフェースを用いてＩＰ接続を確
立する。
【００３１】
　ステップ１７０：モバイル装置は、（タイムアウトする前に）ＩＭＳサーバに登録する
。
【００３２】
　ステップ１８０：モバイル装置は、ワイファイへ切り替わった場合に得られる新しいＩ
Ｐアドレスへコールを転送するためにＳＩＰ　ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方法を用いる。
【００３３】
　ステップ１９０：コールは継続する。
【００３４】
　図２は、これらのステップ１１０乃至１９０を表す詳細なシーケンス図である。図２並
びに図４、図６及び図８において使用される次の更なる用語は、次のように定義される。
３Ｇは、第３世代（3rd　Generation）セルラー技術の省略である。ＬＴＥは、ロングタ
ームエボリューション（Long　Term　Evolution）セルラー技術の省略である。ＰＳＴＮ
は、公衆交換電話網（Public　Switched　Telephone　Network）の省略である。ＤＨＣＰ
は、動的ホスト設定プロトコル（Dynamic　Host　Configuration　Protocol）の省略であ
る。ＲＴＰは、実時間伝送プロトコル（Real-time　Transport　Protocol）の省略である
。図１０において、ＮＡＴは、ネットワークアドレス変換（Network　Address　Translat
ion）の省略である。
【００３５】
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　ＩＰ間ハンドオーバーの問題に対するＵＤＰシグナリング解決法を用いた開示されるハ
ンドオーバーを用いる場合に、図１及び図２に示されるステップは大体変更なしであるが
、特定される具体的なネットワークは、特許請求の範囲の適用範囲から逸脱することなし
に、開示されているものと相違してよい。例えば、ステップ１１０で、モバイル装置は第
１のワイファイネットワークへ接続されてよく、ステップ１５０で、異なるワイファイネ
ットワークが入ってきて、ステップ１６０で、モバイル装置はその異なるワイファイネッ
トワークへ接続する。他の可能な例は、同様の手順を用いてワイファイネットワークから
セルラーデータネットワークへモバイル装置の接続を切り替えることを含む。更に、接続
マネージャーは、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）バージョンであると制限されず、モバイル
オペレーティングシステムとともに使用される異なる種類の接続マネージャーであってよ
い。
【００３６】
　［ＴＣＰ／ＵＤＰ複合シグナリング］
　この項目は、前の項目において記載されたＵＤＰハンドオーバーアプローチで対処され
なかった（開放ＵＤＰポートを認めない）モバイルＯＳ制約に対処するＩＰ間ハンドオー
バーを解決するアプローチを記載する。この複合アプローチは、ＩＭＳサーバが同時に装
置からのＴＣＰ及びＵＤＰ登録の両方をサポートすることができることを要する。
【００３７】
　装置は、実質的に恒久的に、ＳＩＰシグナリングのためにＴＣＰを用いてＩＭサーバに
登録する。これは、ＩＭＳサーバが新しいセッションを開始し且つ非ＶｏＩＰセッション
を管理するために使用する登録である。モバイル装置は、常にＵＤＰポートを開いたまま
とする必要がなく、モバイルオペレーティングシステムの制約を満足する。コールが確立
されてアクティブであるときはいつでも、第２の一時登録がＳＩＰシグナリングのために
ＵＤＰを用いて生成される。図３を参照されたい。図３は、この複合アプローチを明示す
る可能なシーケンス３００を表す。
【００３８】
　ステップ３１０：モバイル装置は、セルラーデータネットワークへ接続される。
【００３９】
　ステップ３２０：モバイル装置は、ＳＩＰシグナリングのためにＴＣＰトランスポート
を用いてＩＭＳサーバに登録する。
【００４０】
　ステップ３３０：モバイル装置はコールを発信する。
【００４１】
　ステップ３４０：コールが接続され、ボイスデータはストリーミングを開始する。
【００４２】
　ステップ３５０：モバイル装置は、ＩＭＳサーバにＵＤＰシグナリングを用いて第２の
登録を生成する。
【００４３】
　ステップ３６０：モバイル装置がＴＣＰ及びＵＤＰの両方において登録された後、モバ
イル装置は、コールをＴＣＰセッションからＵＤＰセッションへ移すようｒｅ－ＩＮＶＩ
ＴＥメッセージを送信する。
【００４４】
　ステップ３７０：このとき、コールは、ＳＩＰシグナリングのためにＵＤＰトランスポ
ートを用いて確立される。ハンドオーバーが必要とされる場合に、ハンドオーバーは、記
載されているＵＤＰ技術の１つ、例えば、図１に表されているシーケンス１００のバージ
ョンを用いて、実行されてよい。なお、他のＵＤＰ技術も可能である。
【００４５】
　図３に示されるような、ＩＰ間ハンドオーバー問題に対する開示されているＴＣＰ／Ｕ
ＤＰ複合シグナリング解決法を用いる場合に、先と同じく、示されているステップは大体
変更なしであるが、特定される具体的なネットワークは、特許請求の範囲の適用範囲から
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逸脱することなしに、開示されているものと相違してよい。例えば、ステップ３１０で、
モバイル装置は、ワイファイネットワークへ接続されてよい。
【００４６】
　［ＳＩＰ　ＴＣＰプロキシを介するＴＣＰシグナリングによるハンドオーバー］
　ＳＩＰがデータ伝送のためにＴＣＰを用いる場合に、ＩＰ間ハンドオーバーの問題は、
ＵＤＰに関して上述されたようには解決され得ない。ＴＣＰはエンドポイント間の接続を
強制するので、ＩＭＳサーバは、自身がモバイル装置との接続を失う場合を認識する。Ｉ
ＭＳサーバが接続の喪失を検出する場合に、ＩＭＳサーバはコールを終了する。これは、
図４に示されるフロー図において表される。図４において、ＳＩＰ　ＴＣＰ接続は、セル
ラーデータ送信がモバイル装置の接続マネージャーによって無効にされる場合に終了され
る。
【００４７】
　この問題を解決するアプローチは、ＳＩＰ　ＴＣＰプロキシをネットワークに加えるこ
とである。このプロキシの役割は、ＩＰインターフェースを切り換えて登録する機会をモ
バイル装置に与えながら、ＩＭＳサーバとの接続をしっかり固定することである。
【００４８】
　図５は、このアプローチを明示するために使用され得る動作５００のシーケンスを示す
。
【００４９】
　ステップ５１０：モバイル装置は、セルラーデータネットワークにおいてＳＩＰ　ＴＣ
Ｐプロキシへ接続される。
【００５０】
　ステップ５２０：モバイル装置は、ＩＭＳサーバに登録する。
【００５１】
　ステップ５３０：モバイル装置はコールを発信する。
【００５２】
　ステップ５４０：コールが接続され、ボイスデータはストリーミングを開始する。
【００５３】
　ステップ５５０：ワイファイネットワークが範囲内に入ってくる。Ａｎｄｒｏｉｄ（登
録商標）接続マネージャーは、セルラーデータ接続を中断する。これは、ボイスストリー
ムを中断する。
【００５４】
　ステップ５６０：プロキシへのＳＩＰ接続が終わる。ＳＩＰ　ＴＣＰプロキシは、ＩＭ
ＳサーバとのＴＣＰ接続を維持する。
【００５５】
　ステップ５７０：モバイル装置は、ワイファイインターフェースを用いてＩＰ接続を確
立する。
【００５６】
　ステップ５８０：モバイル装置は、ＳＩＰプロキシサーバに登録する。
【００５７】
　ステップ５９０：モバイル装置は、ワイファイへ切り替わった場合に得られる新しいＩ
Ｐアドレスへコールを転送するためにＳＩＰ　ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方法を用いる。このと
き、ＶｏＩＰが再確立される。
【００５８】
　図６は、動作５００のシーケンスを表す詳細なシーケンス図である。
【００５９】
　ＩＰ間ハンドオーバー問題に対する開示されるネットワークＳＩＰ　ＴＣＰプロキシ解
決法を用いる場合に、図５及び図６に示されるステップは大体変更なしであるが、特定さ
れる具体的なネットワークは、特許請求の範囲の適用範囲から逸脱することなしに、開示
されているものと相違してよい。例えば、ステップ５１０で、モバイル装置は第１のワイ
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ファイネットワークへ接続されてよく、ステップ５５０で、異なるワイファイネットワー
クが範囲内に入ってきて、ステップ５７０で、モバイル装置はその異なるワイファイネッ
トワークへ接続する。他の可能な例は、同様の手順を用いてワイファイネットワークから
セルラーデータネットワークへモバイル装置の接続を切り替えることを含む。更に、接続
マネージャーは、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）バージョンであると制限されず、モバイル
オペレーティングシステムとともに使用される異なる種類の接続マネージャーであってよ
い。
【００６０】
　［改良された接続マネージャーによるＴＣＰハンドオーバー］
　標準のＡｎｄｒｏｉｄ（登録商標）接続マネージャーは、１つのＩＰインターフェース
のみが１度に作動することを可能にする。この制限のために、ＶｏＩＰボイス接続は、接
続マネージャーが、ネットワークを切り替える場合に新しい接続を確立する前に１つのネ
ットワークから接続を断つ場合に、中断される。この問題は、“ブレーク・ビフォア・メ
ーク”と呼ばれる。
【００６１】
　Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）接続マネージャーが、２つのネットワークインターフェー
スが一方のネットワークから他へのハンドオーバーの間アクティブであることを可能にす
る改良された接続マネージャーにより置換され得る場合は、ボイスコールは、古いネット
ワークが切り離される前に新しいネットワークへ切り替えられ得る。これはしばしば、“
メーク・ビフォア・ブレーク”とＶＣＣにおいて呼ばれる。
【００６２】
　図７は、このアプローチを明示するために使用され得る動作７００のシーケンスを示す
。
【００６３】
　ステップ７１０：モバイル装置は、セルラーデータネットワークへ接続される。
【００６４】
　ステップ７２０：モバイル装置は、ＩＭＳサーバに登録する。
【００６５】
　ステップ７３０：モバイル装置はコールを発信する。
【００６６】
　ステップ７４０：コールが接続され、ボイスデータはストリーミングを開始する。
【００６７】
　ステップ７５０：ワイファイネットワークが範囲内に入ってくる。カスタムＡｎｄｒｏ
ｉｄ（登録商標）接続マネージャーは、新しいインターフェースが利用可能であることを
ＳＩＰアプリケーションに知らせる。
【００６８】
　ステップ７６０：モバイル装置は、新しいインターフェースを用いて登録する。
【００６９】
　ステップ７７０：モバイル装置は、ワイファイへ切り替わった場合に得られる新しいＩ
Ｐアドレスへコールを転送するためにＳＩＰ　ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥ方法を用いる。
【００７０】
　ステップ７８０：ＶｏＩＰは、このとき再確立される。
【００７１】
　ステップ７９０：カスタムＡｎｄｒｏｉｄ（登録商標）接続マネージャーは、このとき
、セルラーデータネットワークへのインターフェースを無効にすることができる。
【００７２】
　図８は、ステップ７１０乃至７９０を表す詳細なシーケンス図である。
【００７３】
　ＩＰ間ハンドオーバー問題に対する解決法として改良された接続マネージャーを用いる
開示されるハンドオーバーを用いる場合に、図７及び図８に示されるステップは大体変更
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なしであるが、特定される具体的なネットワークは、特許請求の範囲の適用範囲から逸脱
することなしに、開示されているものと相違してよい。例えば、ステップ７１０で、モバ
イル装置は第１のワイファイネットワークへ接続されてよく、ステップ７５０で、異なる
ワイファイネットワークが範囲内に入ってきて、ステップ７６０で、モバイル装置はその
異なるワイファイネットワークへ接続する。他の可能な例は、同様の手順を用いてワイフ
ァイネットワークからセルラーデータネットワークへモバイル装置の接続を切り替えるこ
とを含む。更に、接続マネージャーは、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）バージョンであると
制限されず、複数のＩＰインターフェースがどの時点でもアクティブであることを可能に
する、モバイルオペレーティングシステムとともに使用される異なる種類の接続マネージ
ャーであってよい。
【００７４】
　［装置搭載のルーター］
　ＩＰネットワークの特性の１つは、２つの装置の間のネットワーク経路が、それらの装
置が接続を失うことなく動的に変化することができることである。
【００７５】
　Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）電話のようなＬｉｎｕｘ（登録商標）装置は、ルーターと
して働くことができる。装置が、装置上の仮想ネットワークをサポートするルーターとし
て動作する場合に、ボイスコールのＩＰハンドオーバーをサポートするようＩＰ通信の再
ルーティング機能を利用することが可能である。
【００７６】
　図９は、イベントシーケンス９００を用いて、如何にしてモバイル装置がモバイル装置
におけるルーターを用いてハンドオーバー問題を解決することできるのかを示す。
【００７７】
　ステップ９１０：モバイル装置におけるＳＩＰは、モバイル装置上のルーターへのモバ
イル装置内の仮想ネットワーク上のポートへ接続する。
【００７８】
　ステップ９２０：モバイル装置は、仮想ネットワーク及びルーターを介してＩＭＳサー
バによる登録を開始する。
【００７９】
　ステップ９３０：モバイル装置上のルーターは、登録をアクティブなネットワークへル
ーティングする。この場合に、アクティブなネットワークは、セルラーデータネットワー
クである。
【００８０】
　ステップ９４０：モバイル装置は、装置搭載のルーターによって供給されるルートによ
りＴＣＰを用いてＩＭＳサーバに登録する。
【００８１】
　ステップ９５０：モバイル装置はコールを発信する。
【００８２】
　ステップ９６０：コールが接続される。
【００８３】
　ステップ９７０：ワイファイホットスポットが範囲内に入ってくる。モバイル装置の接
続マネージャーは、セルラーネットワークから接続を断ち、ワイファイインターフェース
を有効にする。
【００８４】
　ステップ９８０：ルーターは、ＩＰトラフィックをセルラーデータインターフェースか
らワイファイインターフェースへ切り替える。この切り替えの間、モバイル装置は、仮想
ネットワークを介してルーターへ接続されたままである。
【００８５】
　ステップ９９０：ルーティングプロトコルは、モバイル装置への経路が変更されたこと
を認識し、パケットを新しいルートへ再ルーティングする。コールは継続する。



(12) JP 5707460 B2 2015.4.30

10

20

30

40

【００８６】
　ステップ９１０乃至９９０が作動する順序において、２つの条件が満足されるべきであ
る。第１に、ネットワーク間の切り替えは、ＴＣＰタイムアウトより速くなければならな
い。第２に、ＳＩＰアプリケーションは、仮想ネットワーク上のポートをリッスンする。
そのポートは、仮想ネットワーク上のアドレスを有する。セルラーデータネットワークが
好適なネットワークである場合に、ルーターは単純にデータをセルラーデータネットワー
クへルーティングする。ワイファイネットワークが好適なネットワークである場合に、ル
ーターはデータをワイファイネットワークへルーティングする。
【００８７】
　ハンドオーバーは、ルートが一方のインターフェースから他方へ変更される場合に起こ
る。これは、コアネットワークにおけるノードの不具合にいくらか類似し、ルートは、機
能不全のノードを適応させるよう変わる。
【００８８】
　図１０は、ＶｏＩＰコールの間にネットワークを切り替えるために装置搭載のルーター
を用いる機能ブロック図である。ルーターは、望ましくは、仮想ネットワーク上のアドレ
スを外部ネットワークから分離するようネットワークアドレス変換（ＮＡＴ）機能を有す
る。
【００８９】
　ＩＰ間ハンドオーバーの問題に対する解決法として装置搭載のルーターを用いる開示さ
れるハンドオーバーを用いる場合に、図９に示されるステップは大体変更なしであるが、
特定される具体的なネットワークは、特許請求の範囲の適用範囲から逸脱することなしに
、開示されているものと相違してよい。例えば、ステップ９３０で、モバイル装置は第１
のワイファイネットワークへ接続されてよく、ステップ９７１で、異なるワイファイネッ
トワークが範囲内に入ってきて、ステップ９８０で、モバイル装置はその異なるワイファ
イネットワークへ接続する。他の可能な例は、同様の手順を用いてワイファイネットワー
クからセルラーデータネットワークへモバイル装置の接続を切り替えることを含む。
【００９０】
　［要旨］
　本明細書は、ＩＰ間のハンドオーバーの問題を解決するための幾つかの技術を記載する
。解決法は、シグナリング伝送としてＵＤＰ又はＴＣＰのいずれかを用いる両方のＳＩＰ
シグナリングについて記載される。
【００９１】
　当業者は、本発明の教示を保ちながら装置及び方法の多数の改良及び変更が行われてよ
いことに容易に気付くであろう。然るに、上記の開示は、添付の特許請求の範囲の技術的
範囲によってのみ制限されると解釈されるべきである。
【００９２】
　［関連出願の相互参照］
　本願は、２０１２年９月２０日に出願された米国特許仮出願第６１／７０３２６８号に
基づく優先権を主張するものである。前記の米国出願は、その全文を参照により本願に援
用される。
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